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会議録が閲覧できます
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

6月定例会予定
 6月 1日（月） 開会・提案説明
 3日（水） 一般質問
 4日（木） 一般質問
 8日（月） 議案質疑・委員会付託
 10日（水） 総務建設常任委員会
 12日（金） 文教福祉常任委員会
 18日（木） 討論・採決・閉会
※日程は、変更になる場合があります。
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昨年に引き続き、今年も表紙の写真を一般公募いたしました。
テーマは「大口町の魅力」。たくさんの応募をいただき、ありがとうござ
いました。委員による選考の結果、中学新1年生（匿名希望）の方が撮影
された写真を選ばせていただきました。
※写真のタイトル「大口町大好き」
※撮影者コメント「戦国時代の舞台でもある小口城（城址公園）からは、
歴史と新しさが合わさった大口町の魅力を感じることができます。そ
んな大口町が大好きです。

【今月の表紙】

まちかどインタビューまちかどインタビュー
　まちかどインタビューでは、毎号、住民の方から「大口町に期待すること」について、その思い（ま
たは理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議会活動の参考にいたします。

　古くから地域に伝わる伝統芸能。この財産を
後世に引き継ぐために、町からも働きかけてほ
しいと思います。

（中小口獅子保存会のみなさん）

　消防団は、地域の安全を守るやりがいのある
仕事です。私たちと一緒に活動してくれる仲間
を大募集しています。お気軽にお声かけください！

（大口町消防団中小口分団長　西村さん）

～大口町に期待することは？～

大口町大好き
（関連記事P.16）
大口町大好き
（関連記事P.16）
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議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

寄付行為の禁止

みなさまのお声を
お聞かせください

議会だよりをより充実させるためご意見ご感想を
お寄せください。
議会事務局　Email  ： gikai@town.oguchi.lg.jp

F A X  ： 0587-95-1454
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議
会
は
、
令
和
8
年
度
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

物
価
高
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
っ
て
も
、
歳
入
は

高
い
自
主
財
源
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

「
町
民
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
の
か
」「
未
来
へ
の
投
資
に
繋
が
っ
て
い
る
の
か
」

そ
し
て
、
「
町
民
の
声
が
反
映
さ
れ
た
予
算
と
な
っ
て
い
る
の
か
」。

議
会
と
し
て
、
し
っ
か
り
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

を力に」予算検証「町に安心を」「魅力

一般会計歳出予算の主な内訳と歳出総額に占める割合

衛生費 11億1336万円 前年比 6451万円

健康づくり、予防接種、検診や廃棄物処分等の費用など
定期接種ワクチンの拡充や環境対策を進め、町民の健
康と安心、持続可能な暮らしを支えるため、増額して
います

商工費 2億2814万円 前年比 4699万円

企業誘致、産業振興、観光振興、まちの魅力発信など
町内事業者への支援や産業の活性化を通じて雇用を守
り、地域経済の元気を育てる、活力あるまちづくりを
支えます

民生費 44億440万円 前年比 3億9702万円

子育て支援、高齢者・母子・障がい者福祉等の費用など
民生費の比率が高いことは、子育てや高齢者支援など、
暮らしに直結する分野を大切にしていることを表して
います

土木費 13億7041万円 前年比 1億1249万円

道路・橋りょうの新設・改良、公園の整備・維持管理など
対前年度比で減少していますが、主要道路整備や新た
な橋の整備工事など、生活を支える投資は引き続き実
施します

一般会計では、自主財源が
70%近くを維持していま
す。今年度の財政運営をど
う考えてみえますか？

先行きが見通せない社会情
勢ですが、町民生活を支え
る施策と将来に向けた投資
を両立させていきます。

■特別会計には、土地取得、国際交流、国民健康保険、後期高齢者医療
　介護保険、次世代育成事業の6特別会計があります

福祉施策の拡充と財政の持続性の両立を見極めていきます。

 移動支援（サポートカー）事業（210万円）
■主な内容 国民健康保険特定健康診査無償化（1646万円）
 感染症等予防事業（1億3567万円）

議会はここに注目 !

令和8年度 当初予算総額 （千円以下四捨五入　前年度比全て増額）

一 般 会 計
特 別 会 計
下水道事業会計

112億3000万円
41億1860万円
12億4459万円

4億700万円
9738万円
9573万円

合　　　計 165億9319万円 6億11万円

福
祉
の
充
実
へ

子どもも高齢者も安心して暮らし続けることができるよう、生
活支援等のサービスや包括的な支援を、切れ目なく提供できる
体制づくりを進めます。

持続的な観光資源としての充実が図られるか、注目していきます。

 イルミネーション事業（663万円）

■主な内容
 桜まつり事業（2073万円）

 五条川遊覧船事業（298万円）
 賑わい創出事業「にぎわい横丁」（595万円）

議会はここに注目 !

に
ぎ
わ
い
創
出
を
推
進

五条川桜並木を他に負けない観光名所としてさらにPRするため、ム
ービングライトの演出を充実させ、近隣農地を菜の花畑にして桜との
コラボレーションを演出。さらに冬のイルミネーション事業で、春だ
けでない五条川の魅力向上を図ります。

老朽化する公共施設、建替えか長寿命化か、今後も行政の判断に注視していきます。

 大口南保育園新築用地購入等（1億4040万円）

■主な内容
 竹田集会所建設工事設計（475万円）

 秋田学共外構改良等工事（3883万円）
 役場南ひろば照明設置工事（700万円）

議会はここに注目 !

公
共
施
設
整
備

地域の生活環境の充実や快適性の確保を目的として、公共
施設の整備・維持管理を中心とした事業を計画・実施します。
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問□問□ 答□答□
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問□答□

議案質疑・議案に対する討論 本会議及び総務建設・文教福祉
各常任委員会での内容です

町民のみなさんからの税金が適正かつ有効に使われるのかを問いました

本
町
職
員
を
全
国
町
村

会
に
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
か
。

派
遣
期
間
は
ど
の
く
ら

い
に
な
る
か
。

全
国
町
村
会
へ
の
出
向

に
よ
り
、
町
村
が
抱
え
る
課

題
の
共
有
を
始
め
、
国
の
施

策
決
定
過
程
に
関
す
る
理
解

や
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
、
有
益
な
経
験
を

積
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

全
国
町
村
会
と
締
結
す

る
協
定
書
に
よ
っ
て
、
派
遣

期
間
は
2
年
に
定
め
ら
れ
る

予
定
で
あ
る
。

4
月
か
ら
の
事
業
開
始

が
迫
っ
て
い
る
が
、
受
け
入

れ
環
境
の
整
備
状
況
や
職
員

配
置
な
ど
、
実
施
体
制
は
整
っ

て
い
る
か
。

今
後
、
利
用
状
況
や
子

育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を

踏
ま
え
、
こ
の
事
業
を
ど
の

よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
く
考

え
で
あ
る
か
。

当
初
の
予
定
通
り
、
北

保
育
園
の
会
議
室
を
利
用
し
、

会
計
年
度
任
用
職
員
2
名
を

配
置
し
て
、
1
時
間
あ
た
り

3
名
の
定
員
で
、
午
前
9
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で
実
施
す

る
。

ま
ず
は
北
保
育
園
で
の

利
用
状
況
を
見
て
、
段
階
的

に
私
立
幼
稚
園
に
も
声
を
か

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
今
後
南
保
育
園
の

建
て
替
え
を
進
め
て
い
く
中

で
、
専
用
の
部
屋
の
設
置
や

専
用
の
保
育
士
の
配
置
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

南
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員

を
1
0
5
人
と
す
る
設
定
の

根
拠
は
。

過
去
の
実
績
と
人
口
推

移
を
踏
ま
え
て
設
定
し
た
。

利
用
者
が
1
0
5
名
を
超
え

る
場
合
は
、
多
目
的
室
を
ク

ラ
ブ
室
と
し
て
35
人
分
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
、
最
大
で

1
4
0
人
ま
で
利
用
可
能
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

近
年
、
町
内
の
児
童
ク

ラ
ブ
の
定
員
拡
大
が
続
い
て

い
る
が
、
支
援
員
を
確
保
し

て
い
く
た
め
に
町
と
し
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

で
き
れ
ば
、
週
5
日
勤

務
が
可
能
な
人
を
お
願
い
し

た
い
が
、
実
際
に
は
確
保
が

難
し
く
、
週
3
〜
4
日
勤
務

で
き
る
人
を
組
み
合
わ
せ
て

対
応
し
て
い
る
。

　
今
後
も
支
援
に
必
要
な
人

員
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
。

「
お
お
ぐ
ち
応
援
券
」

は
町
内
で
の
利
用
に
限
ら
れ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
物
価
高

騰
に
対
す
る
支
援
が
目
的
で

あ
る
な
ら
、
利
用
範
囲
を
町

内
に
限
定
す
る
べ
き
で
は
な

い
の
で
は
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
公
金
受
取
口
座
を
使
っ
た

給
付
は
で
き
な
い
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
公
金
受
取
口
座
を
活
用
し

た
給
付
は
、
他
の
市
町
か
ら

も
国
に
対
し
て
質
問
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現

在
に
お
い
て
、
明
確
な
回
答

が
得
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

　
ま
た
、
公
金
受
取
口
座
の

利
用
に
は
、
予
め
事
業
を
登

録
・
承
認
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
現
時
点
で
は
使
え

な
い
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

本
町
が
所
有
す
る
公
用

車
の
う
ち
、
電
動
車
比
率
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

本
町
所
有
の
全
41
台
の

公
用
車
の
う
ち
、
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
が
5
台
、
電
気
自
動

車
が
1
台
、
燃
料
自
動
車
が

1
台
と
な
っ
て
い
る
。
率
に

換
算
す
る
と
、
約
17
%
の
電

動
車
比
率
と
な
っ
て
い
る
。

金
婚
表
彰
な
ど
の
記
念

品
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

を
予
定
し
て
い
る
か
。

金
婚
表
彰
記
念
品
は
、

犬
山
焼
の
夫
婦
湯
呑
を
、
自

治
功
労
者
記
念
品
と
し
て
、

2
個
1
組
の
バ
ッ
ジ
と
と
も

に
、
記
念
写
真
を
ケ
ー
ス
に

収
め
て
贈
呈
し
て
い
る
。

高
齢
者
緊
急
一
時
保
護

事
業
と
は
、
ど
の
よ
う
な
内

容
の
も
の
か
。

養
護
者
の
虐
待
ま
た
は

そ
の
恐
れ
に
よ
り
、
緊
急
保

護
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
高

齢
者
を
、
施
設
等
に
避
難
し

て
い
た
だ
く
措
置
を
行
う
事

業
で
あ
る
。
令
和
7
年
度
は

実
施
が
な
か
っ
た
が
、
万
が

一
に
備
え
て
毎
年
予
算
計
上

を
し
て
い
る
。

保
育
士
等
人
材
紹
介
事

業
に
つ
い
て
の
説
明
を
。

　
ま
た
、
今
年
の
採
用
予
定

人
数
お
よ
び
、
試
用
期
間
の

返
金
保
証
に
つ
い
て
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

農
業
担
い
手
確
保
・
経

営
強
化
支
援
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
。

　
地
域
計
画
の
早
期
実
現
に

向
け
て
、
中
核
と
な
る
農
業

の
担
い
手
が
、
地
域
農
業
の

維
持
発
展
に
取
り
組
む
た
め

に
必
要
な
経
費
へ
の
助
成
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
町
に

お
け
る
中
核
と
な
る
農
業
の

担
い
手
と
は
、
ど
の
よ
う
な

メ
ン
バ
ー
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

令
和
2
年
度
か
ら
令
和

7
年
度
ま
で
に
お
い
て
、
12

名
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の

う
ち
9
名
は
現
在
も
勤
務
を

し
て
お
り
、
人
材
確
保
に
繋

が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

本
年
度
は
延
長
保
育
担
当
職

員
が
足
り
な
い
た
め
、
3
名

分
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

　
な
お
、
試
用
期
間
中
の
退

職
に
つ
い
て
は
、
採
用
後
1

か
月
以
内
で
退
職
の
場
合
は

50
%
の
返
金
と
な
り
、
そ
の

後
、
3
か
月
か
ら
6
か
月
と

経
過
す
る
に
つ
れ
て
、
10
%

か
ら
5
%
と
減
少
し
て
い
く

形
と
な
っ
て
い
る
。

南
地
域
の
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
5
月
末

を
も
っ
て
閉
店
す
る
。
大
口

町
の
大
き
な
に
ぎ
わ
い
の
場

が
1
つ
減
る
こ
と
と
な
る
が
、

町
と
し
て
の
考
え
は
。

当
該
店
舗
は
、
南
地
域

の
皆
さ
ん
の
生
活
を
支
え
、

に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
重
要

な
施
設
で
あ
っ
た
と
捉
え
て

い
る
。

　
こ
の
度
の
閉
店
に
よ
り
、

今
後
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
の

場
が
な
く
な
ら
な
い
た
め
に
、

同
様
な
用
途
の
施
設
に
来
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
町
と
し

て
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
の
間
の
地
域
の

皆
さ
ん
の
買
物
手
段
確
保
の

た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
増
発
な
ど
を
含
め
た
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

個
別
避
難
計
画
作
成
支

援
に
つ
い
て
。
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
委
託
に
よ
り
ど

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、

福
祉
の
専
門
家
が
多
く
在
籍

し
て
お
り
、
そ
の
力
を
借
り

る
こ
と
は
本
町
に
と
っ
て
大

き
な
一
歩
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

本
町
が
策
定
し
た
地
域

計
画
の
う
ち
、
目
標
地
図
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
認
定
農
業

者
で
あ
り
、
法
人
が
6
社
、

個
人
が
8
名
の
、
合
わ
せ
て

14
の
担
い
手
が
対
象
と
な
っ

て
い
る
。

今
回
は
、
農
業
用
機
械

導
入
に
対
す
る
支
援
が
主
に

な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
担
い

手
人
材
の
育
成
も
必
要
と
考

え
る
。
そ
の
た
め
の
学
び
の

場
を
、
町
で
作
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

現
時
点
で
そ
の
よ
う
な

計
画
は
な
い
が
、
国
の
制
度

な
ど
を
利
用
し
て
、
ゆ
く
ゆ

く
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
フ
ァ
ー

ム
大
口
を
そ
の
よ
う
な
研
修

機
関
の
1
つ
と
し
て
進
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

本
事
業
は
、
長
期
化
す

る
物
価
高
騰
の
影
響
に
苦
し

む
町
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し

の
負
担
軽
減
を
目
的
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
町
内
事
業
者
へ

の
消
費
拡
大
も
目
的
の
一
つ

と
設
定
し
て
い
る
た
め
、
町

内
の
み
で
の
利
用
を
考
え
て

い
る
。

非
常
勤
特
別
職
の
教
育

人
事
と
し
て
、
参
与
を
設
置

す
る
経
緯
・
背
景
は
。

現
教
育
長
は
、
行
政
の

立
場
に
お
い
て
豊
か
な
経
験

が
あ
る
が
、
学
校
現
場
に
お

け
る
勤
務
経
験
は
な
い
。

　
そ
こ
で
、
教
育
現
場
で
豊

富
な
経
験
を
お
持
ち
の
方
に

一
緒
に
本
町
の
教
育
行
政
を

支
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
設

置
を
考
え
た
。

　
具
体
的
に
は
、
教
育
人
事

に
関
し
て
、
愛
知
県
教
育
委

員
会
や
尾
張
教
育
事
務
所
、

ま
た
学
校
現
場
と
の
緻
密
な

調
整
を
お
任
せ
す
る
予
定
で

あ
る
。

条
例
制
定
・
改
正

令
和
8
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

児童クラブ

全国町村会への職員派遣

補
正
予
算

くらし応援事業

こども誰でも通園制度

総務費

高齢者見守り事業

教育現場の実情は

地域のにぎわい創出

農業担い手の確保は

おおぐち議会だより　No.248
令和8年4月23日発行

おおぐち議会だより　No.248
令和8年4月23日発行

5 4



問□問□ 答□答□

問□問□ 答□答□

問□答□問□答□

問□

問□答□

問□答□問□答□
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議案質疑・議案に対する討論 本会議及び総務建設・文教福祉
各常任委員会での内容です

町民のみなさんからの税金が適正かつ有効に使われるのかを問いました

本
町
職
員
を
全
国
町
村

会
に
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
か
。

派
遣
期
間
は
ど
の
く
ら

い
に
な
る
か
。

全
国
町
村
会
へ
の
出
向

に
よ
り
、
町
村
が
抱
え
る
課

題
の
共
有
を
始
め
、
国
の
施

策
決
定
過
程
に
関
す
る
理
解

や
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
、
有
益
な
経
験
を

積
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

全
国
町
村
会
と
締
結
す

る
協
定
書
に
よ
っ
て
、
派
遣

期
間
は
2
年
に
定
め
ら
れ
る

予
定
で
あ
る
。

4
月
か
ら
の
事
業
開
始

が
迫
っ
て
い
る
が
、
受
け
入

れ
環
境
の
整
備
状
況
や
職
員

配
置
な
ど
、
実
施
体
制
は
整
っ

て
い
る
か
。

今
後
、
利
用
状
況
や
子

育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を

踏
ま
え
、
こ
の
事
業
を
ど
の

よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
く
考

え
で
あ
る
か
。

当
初
の
予
定
通
り
、
北

保
育
園
の
会
議
室
を
利
用
し
、

会
計
年
度
任
用
職
員
2
名
を

配
置
し
て
、
1
時
間
あ
た
り

3
名
の
定
員
で
、
午
前
9
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で
実
施
す

る
。

ま
ず
は
北
保
育
園
で
の

利
用
状
況
を
見
て
、
段
階
的

に
私
立
幼
稚
園
に
も
声
を
か

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
今
後
南
保
育
園
の

建
て
替
え
を
進
め
て
い
く
中

で
、
専
用
の
部
屋
の
設
置
や

専
用
の
保
育
士
の
配
置
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

南
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員

を
1
0
5
人
と
す
る
設
定
の

根
拠
は
。

過
去
の
実
績
と
人
口
推

移
を
踏
ま
え
て
設
定
し
た
。

利
用
者
が
1
0
5
名
を
超
え

る
場
合
は
、
多
目
的
室
を
ク

ラ
ブ
室
と
し
て
35
人
分
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
、
最
大
で

1
4
0
人
ま
で
利
用
可
能
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

近
年
、
町
内
の
児
童
ク

ラ
ブ
の
定
員
拡
大
が
続
い
て

い
る
が
、
支
援
員
を
確
保
し

て
い
く
た
め
に
町
と
し
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

で
き
れ
ば
、
週
5
日
勤

務
が
可
能
な
人
を
お
願
い
し

た
い
が
、
実
際
に
は
確
保
が

難
し
く
、
週
3
〜
4
日
勤
務

で
き
る
人
を
組
み
合
わ
せ
て

対
応
し
て
い
る
。

　
今
後
も
支
援
に
必
要
な
人

員
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
。

「
お
お
ぐ
ち
応
援
券
」

は
町
内
で
の
利
用
に
限
ら
れ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
物
価
高

騰
に
対
す
る
支
援
が
目
的
で

あ
る
な
ら
、
利
用
範
囲
を
町

内
に
限
定
す
る
べ
き
で
は
な

い
の
で
は
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
公
金
受
取
口
座
を
使
っ
た

給
付
は
で
き
な
い
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
公
金
受
取
口
座
を
活
用
し

た
給
付
は
、
他
の
市
町
か
ら

も
国
に
対
し
て
質
問
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現

在
に
お
い
て
、
明
確
な
回
答

が
得
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

　
ま
た
、
公
金
受
取
口
座
の

利
用
に
は
、
予
め
事
業
を
登

録
・
承
認
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
現
時
点
で
は
使
え

な
い
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

本
町
が
所
有
す
る
公
用

車
の
う
ち
、
電
動
車
比
率
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

本
町
所
有
の
全
41
台
の

公
用
車
の
う
ち
、
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
が
5
台
、
電
気
自
動

車
が
1
台
、
燃
料
自
動
車
が

1
台
と
な
っ
て
い
る
。
率
に

換
算
す
る
と
、
約
17
%
の
電

動
車
比
率
と
な
っ
て
い
る
。

金
婚
表
彰
な
ど
の
記
念

品
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

を
予
定
し
て
い
る
か
。

金
婚
表
彰
記
念
品
は
、

犬
山
焼
の
夫
婦
湯
呑
を
、
自

治
功
労
者
記
念
品
と
し
て
、

2
個
1
組
の
バ
ッ
ジ
と
と
も

に
、
記
念
写
真
を
ケ
ー
ス
に

収
め
て
贈
呈
し
て
い
る
。

高
齢
者
緊
急
一
時
保
護

事
業
と
は
、
ど
の
よ
う
な
内

容
の
も
の
か
。

養
護
者
の
虐
待
ま
た
は

そ
の
恐
れ
に
よ
り
、
緊
急
保

護
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
高

齢
者
を
、
施
設
等
に
避
難
し

て
い
た
だ
く
措
置
を
行
う
事

業
で
あ
る
。
令
和
7
年
度
は

実
施
が
な
か
っ
た
が
、
万
が

一
に
備
え
て
毎
年
予
算
計
上

を
し
て
い
る
。

保
育
士
等
人
材
紹
介
事

業
に
つ
い
て
の
説
明
を
。

　
ま
た
、
今
年
の
採
用
予
定

人
数
お
よ
び
、
試
用
期
間
の

返
金
保
証
に
つ
い
て
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

農
業
担
い
手
確
保
・
経

営
強
化
支
援
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
。

　
地
域
計
画
の
早
期
実
現
に

向
け
て
、
中
核
と
な
る
農
業

の
担
い
手
が
、
地
域
農
業
の

維
持
発
展
に
取
り
組
む
た
め

に
必
要
な
経
費
へ
の
助
成
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
町
に

お
け
る
中
核
と
な
る
農
業
の

担
い
手
と
は
、
ど
の
よ
う
な

メ
ン
バ
ー
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

令
和
2
年
度
か
ら
令
和

7
年
度
ま
で
に
お
い
て
、
12

名
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の

う
ち
9
名
は
現
在
も
勤
務
を

し
て
お
り
、
人
材
確
保
に
繋

が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

本
年
度
は
延
長
保
育
担
当
職

員
が
足
り
な
い
た
め
、
3
名

分
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

　
な
お
、
試
用
期
間
中
の
退

職
に
つ
い
て
は
、
採
用
後
1

か
月
以
内
で
退
職
の
場
合
は

50
%
の
返
金
と
な
り
、
そ
の

後
、
3
か
月
か
ら
6
か
月
と

経
過
す
る
に
つ
れ
て
、
10
%

か
ら
5
%
と
減
少
し
て
い
く

形
と
な
っ
て
い
る
。

南
地
域
の
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
5
月
末

を
も
っ
て
閉
店
す
る
。
大
口

町
の
大
き
な
に
ぎ
わ
い
の
場

が
1
つ
減
る
こ
と
と
な
る
が
、

町
と
し
て
の
考
え
は
。

当
該
店
舗
は
、
南
地
域

の
皆
さ
ん
の
生
活
を
支
え
、

に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
重
要

な
施
設
で
あ
っ
た
と
捉
え
て

い
る
。

　
こ
の
度
の
閉
店
に
よ
り
、

今
後
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
の

場
が
な
く
な
ら
な
い
た
め
に
、

同
様
な
用
途
の
施
設
に
来
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
町
と
し

て
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
の
間
の
地
域
の

皆
さ
ん
の
買
物
手
段
確
保
の

た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
増
発
な
ど
を
含
め
た
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

個
別
避
難
計
画
作
成
支

援
に
つ
い
て
。
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
委
託
に
よ
り
ど

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、

福
祉
の
専
門
家
が
多
く
在
籍

し
て
お
り
、
そ
の
力
を
借
り

る
こ
と
は
本
町
に
と
っ
て
大

き
な
一
歩
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

本
町
が
策
定
し
た
地
域

計
画
の
う
ち
、
目
標
地
図
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
認
定
農
業

者
で
あ
り
、
法
人
が
6
社
、

個
人
が
8
名
の
、
合
わ
せ
て

14
の
担
い
手
が
対
象
と
な
っ

て
い
る
。

今
回
は
、
農
業
用
機
械

導
入
に
対
す
る
支
援
が
主
に

な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
担
い

手
人
材
の
育
成
も
必
要
と
考

え
る
。
そ
の
た
め
の
学
び
の

場
を
、
町
で
作
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

現
時
点
で
そ
の
よ
う
な

計
画
は
な
い
が
、
国
の
制
度

な
ど
を
利
用
し
て
、
ゆ
く
ゆ

く
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
フ
ァ
ー

ム
大
口
を
そ
の
よ
う
な
研
修

機
関
の
1
つ
と
し
て
進
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

本
事
業
は
、
長
期
化
す

る
物
価
高
騰
の
影
響
に
苦
し

む
町
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し

の
負
担
軽
減
を
目
的
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
町
内
事
業
者
へ

の
消
費
拡
大
も
目
的
の
一
つ

と
設
定
し
て
い
る
た
め
、
町

内
の
み
で
の
利
用
を
考
え
て

い
る
。

非
常
勤
特
別
職
の
教
育

人
事
と
し
て
、
参
与
を
設
置

す
る
経
緯
・
背
景
は
。

現
教
育
長
は
、
行
政
の

立
場
に
お
い
て
豊
か
な
経
験

が
あ
る
が
、
学
校
現
場
に
お

け
る
勤
務
経
験
は
な
い
。

　
そ
こ
で
、
教
育
現
場
で
豊

富
な
経
験
を
お
持
ち
の
方
に

一
緒
に
本
町
の
教
育
行
政
を

支
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
設

置
を
考
え
た
。

　
具
体
的
に
は
、
教
育
人
事

に
関
し
て
、
愛
知
県
教
育
委

員
会
や
尾
張
教
育
事
務
所
、

ま
た
学
校
現
場
と
の
緻
密
な

調
整
を
お
任
せ
す
る
予
定
で

あ
る
。

条
例
制
定
・
改
正

令
和
8
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

児童クラブ

全国町村会への職員派遣

補
正
予
算

くらし応援事業

こども誰でも通園制度

総務費

高齢者見守り事業

教育現場の実情は

地域のにぎわい創出

農業担い手の確保は

おおぐち議会だより　No.248
令和8年4月23日発行

おおぐち議会だより　No.248
令和8年4月23日発行

5 4



請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果
は

こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す

☆
請
願
・
陳
情
　

提
出
期
限

　
請
願
・
陳
情
の
提
出
に
は

締
切
日
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
提

出
期
限
を
ご
確
認
の
上
、
役

場
3
階
議
会
事
務
局
へ
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

●陳 情　※陳情は、議員の紹介は不要

請 願・陳 情　みなさんの声を慎重審議！　議会の意思は
　要望を町・県・国に伝える方法として「請願」「陳情」があります。みずからが町議会に提出し、これに対
して議会は、採択・不採択等の意思表示をします。

みなさんからの請願・陳情は、本会議提出後、審査するため所管の委員会に付託・送
付したのち、請願は本会議で審議を、陳情は委員会協議会で審査をし、採決します。

①

②

③

④

⑤

採 択

趣旨採択

不 採 択

継続審査

聞き置く

…

…

…

…

…

願意が妥当で実現性もあるなどの理由から、過半数の委員が判断したもの

願意は理解できるが実現性に乏しいときなど、採択には至らないものの趣
旨には賛同できること

願意どおり実現すべきものと過半数の委員が判断しなかったもの

引き続き審査をする必要があると判断されるもの

聞いて心にとめるもの

説明します

結
　

果

●請 願　今回、提出はありませんでした。

〇＝賛成　×＝反対　△＝退席
※議長は採決に加わらないため空欄

3月定例会
3月臨時会 議案などの 審 議 結 果 はこちら

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部
改正について

大口町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改
正について

大口町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当
に関する条例の一部改正について

大口町督促手数料の廃止に係る関係条例の整理に関
する条例の制定について

大口町地域交通推進会議設置条例の一部改正につい
て

大口町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準
を定める条例の制定について

令和7年度大口町一般会計補正予算（第9号）

令和7年度大口町次世代育成事業特別会計補正予算（第
1号）

令和8年度大口町一般会計予算

令和8年度大口町土地取得特別会計予算

固定資産評価審査委員会委員の選任について

山
坡
　

卓
美

佐
名
か
よ
子

酒
井
　

一
平

宮
川
　

基
英

飯
田
　

正
志

社
本
　

與
七

松
本
　

佳
子

江
幡
満
世
志

丹
羽
　
　

勉

仙
田
　

王
一

藤
田
　

敏
英

鈴
木
　

和
江

江
口
　

昌
史

大
竹
　

伸
一

齊
木
　

一
三議案など

議員名

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

同 意

結　果

主な執行部提出議案

委員会及び議員提出議案

○全会一致で可決・採決した議案など

議案の提出
議案には、町長が提出するものと、議員が提出するもの、委員会が提出するものがあります。
提出された議案は、本会議で内容や提案した理由について提出者から説明されます。

委員会提出議案第1号 大口町議会会議規則の一部改正について
【議案書要約】
　議会に係る手続のオンライン化などを内容とする地方自治法の一部を改正する法律が成立したことを受け、現在
の社会情勢に照らした文言の調整や規定ぶりの見直し等、所要の整備を行うもの。

本委員会提出議案は、議員全員の賛成をもって可決しました。

…人事案件（1件）、令和7年度一般会計補正予算（1件）、条例制定（2件）、条例改正（11件）、
令和7年度特別会計補正予算（5件）、令和8年度一般会計（1件）
令和8年度特別会計（7件）、その他（4件）、委員会提出議案（1件）

…条例改正（4件）

3月定例会

3月臨時会

詳細はこちら→

丹
羽
　

勉

　
今
回
の
改
正
は
、
上

位
法
で
あ
る
法
律
の
改

正
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
適
切
な
対
応
で
あ

る
と
思
い
ま
す
の
で
賛

成
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

豆
知
識

　
日
本
の
法
体
系
は
、

憲
法
↓
法
律
↓
政
令
↓

省
令
と
い
っ
た
優
先
順

位
が
あ
り
ま
す
。
条
例

は
、
地
方
自
治
体
が
定

め
る
規
範
で
、
政
令
な

ど
と
同
様
、
法
律
の
範

囲
内
で
の
み
で
決
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

賛 

成

討
論
討
論

大
口
町
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

上
位
法
の改

正
の
た
め

江
幡
満
世
志

　
大
口
町
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
、
個

人
住
民
税
関
係
に
お
い

て
、
復
興
特
別
所
得
税

の
課
税
期
間
の
延
長
に

対
し
て
住
民
の
負
担
に

な
る
内
容
で
す
。
し
か

も
仮
称
防
衛
特
別
所
得

税
の
創
設
で
あ
り
、
防

衛
予
算
を
さ
ら
に
増
額

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

国
会
で
の
審
議
も
十
分

と
は
思
え
ま
せ
ん
。
 

地
方
自
治
体
で
反
対
し

て
も
撤
回
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

住
民
の
負
担
に
対
し
て
、

断
固
反
対
い
た
し
ま
す
。

反 

対
防
衛
費
の

増
税
と
な
る
た
め

号 内　　容 審査結果提出者

聞き置く

聞き置く

1

2

臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的の渡航等を防止
し、国民が知らずに犯罪に巻き込まれることを防ぐための環境
整備等を求める意見書提出の陳情

新宿区において顕在化した事例を受けて、政党機関紙の庁舎
内勧誘行為に関する早期の実態把握と再発防止を求める陳情

一般社団法人　中国にお
ける臓器移植を考える会
代表 丸山 治章

自治体職員をハラスメント
から守る愛知県民の会
代表 高木 健吉

上程する定例会 提出期限

令和8年

令和8年

令和8年

令和9年

5月15日

8月14日

11月13日

2月15日

6月定例会

9月定例会

12月定例会

3月定例会
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請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果
は

こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す

☆
請
願
・
陳
情
　

提
出
期
限

　
請
願
・
陳
情
の
提
出
に
は

締
切
日
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
提

出
期
限
を
ご
確
認
の
上
、
役

場
3
階
議
会
事
務
局
へ
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

●陳 情　※陳情は、議員の紹介は不要

請 願・陳 情　みなさんの声を慎重審議！　議会の意思は
　要望を町・県・国に伝える方法として「請願」「陳情」があります。みずからが町議会に提出し、これに対
して議会は、採択・不採択等の意思表示をします。

みなさんからの請願・陳情は、本会議提出後、審査するため所管の委員会に付託・送
付したのち、請願は本会議で審議を、陳情は委員会協議会で審査をし、採決します。

①

②

③

④

⑤

採 択

趣旨採択

不 採 択

継続審査

聞き置く

…

…

…

…

…

願意が妥当で実現性もあるなどの理由から、過半数の委員が判断したもの

願意は理解できるが実現性に乏しいときなど、採択には至らないものの趣
旨には賛同できること

願意どおり実現すべきものと過半数の委員が判断しなかったもの

引き続き審査をする必要があると判断されるもの

聞いて心にとめるもの

説明します

結
　

果

●請 願　今回、提出はありませんでした。

〇＝賛成　×＝反対　△＝退席
※議長は採決に加わらないため空欄

3月定例会
3月臨時会 議案などの 審 議 結 果 はこちら

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部
改正について

大口町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改
正について

大口町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当
に関する条例の一部改正について

大口町督促手数料の廃止に係る関係条例の整理に関
する条例の制定について

大口町地域交通推進会議設置条例の一部改正につい
て

大口町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準
を定める条例の制定について

令和7年度大口町一般会計補正予算（第9号）

令和7年度大口町次世代育成事業特別会計補正予算（第
1号）

令和8年度大口町一般会計予算

令和8年度大口町土地取得特別会計予算

固定資産評価審査委員会委員の選任について

山
坡
　

卓
美

佐
名
か
よ
子

酒
井
　

一
平

宮
川
　

基
英

飯
田
　

正
志

社
本
　

與
七

松
本
　

佳
子

江
幡
満
世
志

丹
羽
　
　

勉

仙
田
　

王
一

藤
田
　

敏
英

鈴
木
　

和
江

江
口
　

昌
史

大
竹
　

伸
一

齊
木
　

一
三議案など

議員名

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

同 意

結　果

主な執行部提出議案

委員会及び議員提出議案

○全会一致で可決・採決した議案など

議案の提出
議案には、町長が提出するものと、議員が提出するもの、委員会が提出するものがあります。
提出された議案は、本会議で内容や提案した理由について提出者から説明されます。

委員会提出議案第1号 大口町議会会議規則の一部改正について
【議案書要約】
　議会に係る手続のオンライン化などを内容とする地方自治法の一部を改正する法律が成立したことを受け、現在
の社会情勢に照らした文言の調整や規定ぶりの見直し等、所要の整備を行うもの。

本委員会提出議案は、議員全員の賛成をもって可決しました。

…人事案件（1件）、令和7年度一般会計補正予算（1件）、条例制定（2件）、条例改正（11件）、
令和7年度特別会計補正予算（5件）、令和8年度一般会計（1件）
令和8年度特別会計（7件）、その他（4件）、委員会提出議案（1件）

…条例改正（4件）

3月定例会

3月臨時会

詳細はこちら→

丹
羽
　

勉

　
今
回
の
改
正
は
、
上

位
法
で
あ
る
法
律
の
改

正
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
適
切
な
対
応
で
あ

る
と
思
い
ま
す
の
で
賛

成
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

豆
知
識

　
日
本
の
法
体
系
は
、

憲
法
↓
法
律
↓
政
令
↓

省
令
と
い
っ
た
優
先
順

位
が
あ
り
ま
す
。
条
例

は
、
地
方
自
治
体
が
定

め
る
規
範
で
、
政
令
な

ど
と
同
様
、
法
律
の
範

囲
内
で
の
み
で
決
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

賛 

成

討
論
討
論

大
口
町
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

上
位
法
の改

正
の
た
め

江
幡
満
世
志

　
大
口
町
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
、
個

人
住
民
税
関
係
に
お
い

て
、
復
興
特
別
所
得
税

の
課
税
期
間
の
延
長
に

対
し
て
住
民
の
負
担
に

な
る
内
容
で
す
。
し
か

も
仮
称
防
衛
特
別
所
得

税
の
創
設
で
あ
り
、
防

衛
予
算
を
さ
ら
に
増
額

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

国
会
で
の
審
議
も
十
分

と
は
思
え
ま
せ
ん
。
 

地
方
自
治
体
で
反
対
し

て
も
撤
回
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

住
民
の
負
担
に
対
し
て
、

断
固
反
対
い
た
し
ま
す
。

反 

対
防
衛
費
の

増
税
と
な
る
た
め

号 内　　容 審査結果提出者

聞き置く

聞き置く

1

2

臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的の渡航等を防止
し、国民が知らずに犯罪に巻き込まれることを防ぐための環境
整備等を求める意見書提出の陳情

新宿区において顕在化した事例を受けて、政党機関紙の庁舎
内勧誘行為に関する早期の実態把握と再発防止を求める陳情

一般社団法人　中国にお
ける臓器移植を考える会
代表 丸山 治章

自治体職員をハラスメント
から守る愛知県民の会
代表 高木 健吉

上程する定例会 提出期限

令和8年

令和8年

令和8年

令和9年

5月15日

8月14日

11月13日

2月15日

6月定例会

9月定例会

12月定例会

3月定例会

おおぐち議会だより　No.248
令和8年4月23日発行

おおぐち議会だより　No.248
令和8年4月23日発行
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仙
田

仙
田

仙
田

仙
田

江
口

江
口

江
口

鈴
木

鈴
木

鈴
木

鈴
木 一

般
質
問 7議員が質問

町政を問う町政を問う

一般質問とは、町政全般にわたる議員主導による政策の議論です。各議員の質問は、YouTube動画でご視聴いただけます。

YouTube
チャンネル名

「大口町議会」

大口町
ホームページ

「一般質問」

一
般
質
問

一
般
質
問

町
道
小
口
線

仙田王一
せん だ きみかず

議員

計
画
の
進
捗
と
樋
田
橋
の
対
応
は

計
画
の
進
捗
と
樋
田
橋
の
対
応
は

部
長 

財
政
健
全
化
を
保
ち
効
果
的
に
進
め
る

部
長 

財
政
健
全
化
を
保
ち
効
果
的
に
進
め
る

令
和
5
年
8
月
28
日
、

下
小
口
三
丁
目
交
差
点
か
ら

樋
田
橋
北
側
ま
で
の
区
間
が

供
用
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
の
延
伸
の
状
況
は
。

建
設
部
長
　
樋
田
橋
南
側
交

通
処
理
を
信
号
機
に
よ
ら
な

い
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
交
差

点
と
し
、
ま
た
南
側
接
続
の

大
口
楽
田
線
の
幅
員
変
更
と

す
る
都
市
計
画
道
路
の
路
線

線
形
変
更
の
手
続
き
ま
で
は

終
了
し
た
。樋

田
橋
南
側
の
用

地
買
収
状
況
と
工
事
着
手
の

予
定
は
。

建
設
部
長
　
現
在
、
町
道
内

津
々
線
等
の
整
備
事
業
に
注

力
し
て
お
り
、
そ
の
事
業
に

目
途
が
つ
い
た
ら
小
口
線
整

備
を
再
開
す
る
予
定
。
ま
た

町
道
内
津
々
線
の
用
地
の
取

得
が
順
調
に
進
み
、
か
つ
、

補
助
金
も
確
保
で
き
た
場
合
、

最
短
で
令
和
14
年
度
完
成
見

込
み
で
あ
る
。

下
小
口
三
丁
目
交

差
点
か
ら
町
道
役
場
前
線
ま

で
の
区
間
の
沿
線
土
地
所
有

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
そ
の

後
の
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
部
長
　
市
街
化

調
整
区
域
内
に
お
い
て
住
宅

や
小
規
模
店
舗
を
建
築
可
能

に
す
る
区
域
指
定
を
、
都
市

計
画
法
第
34
条
第
11
号
の
区

域
指
定
と
い
う
手
法
に
よ
り
、

町
道
小
口
線
沿
い
の
土
地
を

有
効
活
用
で
き
な
い
か
調
査
・

研
究
を
進
め
た
が
、
こ
の
区

域
指
定
は
、
農
用
地
を
除
外

す
る
基
準
を
満
た
す
事
業
計

画
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
愛

知
県
か
ら
示
さ
れ
、
「
断
念

す
る
」
と
の
判
断
に
至
っ
た
。

江口昌史
え ぐち まさ し

議員

行
政
と
学
校
の
A
I

活
用
の
現
状

業
務
で
の
A
I

活
用
の
取
組
み
は

業
務
で
の
A
I

活
用
の
取
組
み
は

副
町
長 

段
階
的
導
入
と
安
全
対
策
の
推
進

副
町
長 

段
階
的
導
入
と
安
全
対
策
の
推
進

役
場
業
務
に
つ
い
て
、

生
成
A
I
を
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
く
の
か
。

副
町
長
　
昨
年
度
ト
ラ
イ
ア

ル
を
実
施
し
、
文
書
の
要
約

や
デ
ー
タ
処
理
な
ど
で
有
効

性
が
確
認
で
き
た
た
め
、
令

和
7
年
度
か
ら
予
算
を
計
上

し
活
用
を
進
め
て
い
る
。
現

在
は
一
部
部
署
で
利
用
を
開

始
し
て
お
り
、
今
後
は
順
次
、

庁
内
へ
展
開
し
て
い
く
。

　
生
成
A
I
は
文
書
作
成
の

補
助
や
情
報
整
理
な
ど
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
職
員
の
業

務
負
担
の
軽
減
や
業
務
効
率

化
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
試
行
的
な
取
組
を
重
ね
な

が
ら
活
用
で
き
る
業
務
を
検

証
し
、
段
階
的
な
導
入
を
進

め
て
い
く
。A

I
の
活
用
に
あ

た
っ
て
は
安
全
対
策
が
重
要

で
あ
る
が
、
個
人
情
報
の
保

護
や
誤
情
報
へ
の
対
応
は
。

副
町
長
　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
町

独
自
の
運
用
ル
ー
ル
や
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
整
備
を
検
討
し

て
い
く
。

　
A
I
は
利
便
性
が
高
い
一

方
で
、
誤
情
報
が
生
成
さ
れ

る
可
能
性
や
個
人
情
報
の
取

扱
い
な
ど
慎
重
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。
今
後
は
入
力
し

て
よ
い
情
報
の
範
囲
や
利
用

方
法
な
ど
を
整
理
し
、
安
全

性
と
利
便
性
の
両
立
を
図
り

な
が
ら
適
切
な
運
用
体
制
を

整
え
て
い
く
。

学
校
教
育
に
お
け

る
A
I
の
活
用
は
。

副
町
長
　
A
I
は
利
用
す
る

際
の
知
識
や
判
断
力
が
必
要
。

現
段
階
で
は
中
学
3
年
生
に

限
定
し
、
授
業
の
中
で
教
師

の
指
導
の
も
と
で
使
用
す
る
。

　
A
I
の
仕
組
み
や
リ
ス
ク

を
理
解
さ
せ
る
こ
と
を
重
視

し
、
自
分
の
考
え
を
深
め
る

た
め
の
補
助
と
し
て
A
I
出

力
を
活
用
し
、
情
報
を
主
体

的
に
判
断
す
る
力
や
活
用
す

る
能
力
を
育
て
て
い
く
。

生
活
保
護
制
度

本
町
の
受
給
者
保
護
率
の
現
状
は

本
町
の
受
給
者
保
護
率
の
現
状
は

部
長
 
保
護
率
は
、0
・
30
で
あ
る

部
長
 
保
護
率
は
、0
・
30
で
あ
る

鈴木和江
すず き かず え

議員

本
町
の
受
給
者
の

数
及
び
世
帯
数
の
過
去
5
年

間
の
推
移
を
問
う
。
人
口

1
0
0
人
当
た
り
の
受
給
者

の
数
を
示
す
「
保
護
率
」
の

現
状
・
年
齢
層
も
教
え
て
ほ

し
い
。

健
康
福
祉
部
長
　
令
和
7
年

10
月
現
在
の
受
給
者
数
は
71

人
65
世
帯
。
令
和
3
年
10
月

が
74
人
63
世
帯
な
の
で
、
こ

の
5
年
間
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い

で
推
移
し
て
い
る
。
年
齢
層

は
、
比
較
的
高
齢
者
が
多
い
。

現
状
で
保
護
率
は
、
0
・
30

で
愛
知
県
は
0
・
57
で
あ
る
。

本
町
の
保
護
率
が

国
や
県
と
比
べ
て
低
い
の
は
、

相
談
に
行
け
な
く
て
困
っ
て

い
る
人
が
い
る
の
で
は
な
い

か
。

健
康
福
祉
部
長
　「
保
護
率
」

な
ど
は
、
各
市
町
の
状
況
や

年
齢
構
成
な
ど
に
よ
り
大
き

く
異
な
っ
て
く
る
た
め
、
数

字
を
比
較
し
判
断
す
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
る
。

別
居
の
親
が
高
齢

に
な
り
子
を
頼
り
同
居
を
始

め
た
場
合
、
子
ど
も
世
帯
も

自
分
た
ち
家
族
の
生
活
で
精

一
杯
で
、
経
済
的
に
扶
養
す

る
余
裕
が
な
い
と
き
、
同
居

し
て
い
て
も
、
世
帯
分
離
を

し
て
親
だ
け
の
生
活
保
護
は

可
能
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
生
活
保
護

の
申
請
は
、
住
民
票
上
の
世

帯
の
判
断
で
は
な
く
、
居
住

上
の
実
態
に
基
づ
い
て
判
断

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

親
と
子
ど
も
世
帯
の
収
入
の

合
算
を
し
て
の
受
給
の
対
象

と
な
る
か
を
判
断
す
る
。

生
活
保
護
の
申
請

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
必

要
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
申

請
ま
で
た
ど
り
着
い
た
ら
よ

い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
通
帳
、
マ

イ
ナ
保
険
証
・
年
金
手
帳
、

電
気
・
水
道
・
ガ
ス
・
電
話

等
料
金
の
領
収
書
、
借
家
の

賃
貸
契
約
書
、
現
金
及
び
そ

の
他
収
支
に
関
す
る
こ
と
が

分
か
る
も
の
が
必
要
と
な
る
。

　
相
談
に
至
る
経
緯
は
、
地

域
の
民
生
委
員
な
ど
様
々
な

方
に
相
談
に
繋
い
で
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
ま
ず
は
長
寿

ふ
く
し
課
窓
口
に
相
談
を
。

AIとは
　「アーティフィシャル・イ
ンテリジェンス」の略で、日
本語では「人工知能」

ページ質問事項

8

9

10

11

1.町道小口線について

1.生活保護制度について
2.スマホの使い方を気軽に聞ける窓口の設置を

1.役所業務でのAI活用について
2.小中学校におけるAI活用について

1.大口中学校部活動の現状と今後について
2.大口中学校体育館の今後について
3.町道豊田22号線一部区間の整備について

1.子どもを連れて安心して外出できる環境づくりについて
2.身寄りのない高齢者等の包括支援について

1.町立小中学校の修学旅行を無償に
2.地域包括支援センターを直営に
3.愛北市場前の県道に横断歩道を
4.町道小口線の延長で若宮江南線までの間の拡幅を

1.不燃物集積場のあり方は

仙田　王一

鈴木　和江

江口　昌史

社本　與七

佐名かよ子

江幡満世志

宮川　基英

議員名（通告順）

R8.03定例会一般質問（仙田議員）

YouTube
動画

樋
田
橋
北
側
よ
り

の
進
入
車
両
の
ス
ピ
ー
ド
に

対
す
る
安
全
面
か
ら
、
早
期

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
交
差
点

対
応
や
そ
の
他
の
対
応
は
。

建
設
部
長
　
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ

ウ
ト
交
差
点
に
は
現
樋
田
橋

を
車
道
専
用
橋
梁
と
し
、
歩

道
部
分
は
、
別
途
人
道
橋
を

設
け
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た

南
側
現
道
は
、
車
両
の
相
互

通
行
が
困
難
な
幅
員
で
あ
り
、

そ
の
部
分
の
拡
幅
改
良
も
必

要
に
な
る
た
め
先
行
着
手
は

困
難
で
あ
る
。
優
先
す
る
通

行
方
向
の
わ
か
り
に
く
さ
は

「
と
ま
れ
」
や
「
徐
行
」
等
、

看
板
に
よ
り
注
意
喚
起
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

R8.03定例会一般質問（江口議員）

YouTube
動画

R8.03定例会一般質問（鈴木議員）

YouTube
動画
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仙
田

仙
田

仙
田

仙
田

江
口

江
口

江
口

鈴
木

鈴
木

鈴
木

鈴
木 一

般
質
問 7議員が質問

町政を問う町政を問う

一般質問とは、町政全般にわたる議員主導による政策の議論です。各議員の質問は、YouTube動画でご視聴いただけます。

YouTube
チャンネル名

「大口町議会」

大口町
ホームページ

「一般質問」

一
般
質
問

一
般
質
問

町
道
小
口
線

仙田王一
せん だ きみかず

議員

計
画
の
進
捗
と
樋
田
橋
の
対
応
は

計
画
の
進
捗
と
樋
田
橋
の
対
応
は

部
長 

財
政
健
全
化
を
保
ち
効
果
的
に
進
め
る

部
長 

財
政
健
全
化
を
保
ち
効
果
的
に
進
め
る

令
和
5
年
8
月
28
日
、

下
小
口
三
丁
目
交
差
点
か
ら

樋
田
橋
北
側
ま
で
の
区
間
が

供
用
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
の
延
伸
の
状
況
は
。

建
設
部
長
　
樋
田
橋
南
側
交

通
処
理
を
信
号
機
に
よ
ら
な

い
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
交
差

点
と
し
、
ま
た
南
側
接
続
の

大
口
楽
田
線
の
幅
員
変
更
と

す
る
都
市
計
画
道
路
の
路
線

線
形
変
更
の
手
続
き
ま
で
は

終
了
し
た
。樋

田
橋
南
側
の
用

地
買
収
状
況
と
工
事
着
手
の

予
定
は
。

建
設
部
長
　
現
在
、
町
道
内

津
々
線
等
の
整
備
事
業
に
注

力
し
て
お
り
、
そ
の
事
業
に

目
途
が
つ
い
た
ら
小
口
線
整

備
を
再
開
す
る
予
定
。
ま
た

町
道
内
津
々
線
の
用
地
の
取

得
が
順
調
に
進
み
、
か
つ
、

補
助
金
も
確
保
で
き
た
場
合
、

最
短
で
令
和
14
年
度
完
成
見

込
み
で
あ
る
。

下
小
口
三
丁
目
交

差
点
か
ら
町
道
役
場
前
線
ま

で
の
区
間
の
沿
線
土
地
所
有

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
そ
の

後
の
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
部
長
　
市
街
化

調
整
区
域
内
に
お
い
て
住
宅

や
小
規
模
店
舗
を
建
築
可
能

に
す
る
区
域
指
定
を
、
都
市

計
画
法
第
34
条
第
11
号
の
区

域
指
定
と
い
う
手
法
に
よ
り
、

町
道
小
口
線
沿
い
の
土
地
を

有
効
活
用
で
き
な
い
か
調
査
・

研
究
を
進
め
た
が
、
こ
の
区

域
指
定
は
、
農
用
地
を
除
外

す
る
基
準
を
満
た
す
事
業
計

画
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
愛

知
県
か
ら
示
さ
れ
、
「
断
念

す
る
」
と
の
判
断
に
至
っ
た
。

江口昌史
え ぐち まさ し

議員

行
政
と
学
校
の
A
I

活
用
の
現
状

業
務
で
の
A
I

活
用
の
取
組
み
は

業
務
で
の
A
I

活
用
の
取
組
み
は

副
町
長 

段
階
的
導
入
と
安
全
対
策
の
推
進

副
町
長 

段
階
的
導
入
と
安
全
対
策
の
推
進

役
場
業
務
に
つ
い
て
、

生
成
A
I
を
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
く
の
か
。

副
町
長
　
昨
年
度
ト
ラ
イ
ア

ル
を
実
施
し
、
文
書
の
要
約

や
デ
ー
タ
処
理
な
ど
で
有
効

性
が
確
認
で
き
た
た
め
、
令

和
7
年
度
か
ら
予
算
を
計
上

し
活
用
を
進
め
て
い
る
。
現

在
は
一
部
部
署
で
利
用
を
開

始
し
て
お
り
、
今
後
は
順
次
、

庁
内
へ
展
開
し
て
い
く
。

　
生
成
A
I
は
文
書
作
成
の

補
助
や
情
報
整
理
な
ど
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
職
員
の
業

務
負
担
の
軽
減
や
業
務
効
率

化
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
試
行
的
な
取
組
を
重
ね
な

が
ら
活
用
で
き
る
業
務
を
検

証
し
、
段
階
的
な
導
入
を
進

め
て
い
く
。A

I
の
活
用
に
あ

た
っ
て
は
安
全
対
策
が
重
要

で
あ
る
が
、
個
人
情
報
の
保

護
や
誤
情
報
へ
の
対
応
は
。

副
町
長
　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
町

独
自
の
運
用
ル
ー
ル
や
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
整
備
を
検
討
し

て
い
く
。

　
A
I
は
利
便
性
が
高
い
一

方
で
、
誤
情
報
が
生
成
さ
れ

る
可
能
性
や
個
人
情
報
の
取

扱
い
な
ど
慎
重
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。
今
後
は
入
力
し

て
よ
い
情
報
の
範
囲
や
利
用

方
法
な
ど
を
整
理
し
、
安
全

性
と
利
便
性
の
両
立
を
図
り

な
が
ら
適
切
な
運
用
体
制
を

整
え
て
い
く
。

学
校
教
育
に
お
け

る
A
I
の
活
用
は
。

副
町
長
　
A
I
は
利
用
す
る

際
の
知
識
や
判
断
力
が
必
要
。

現
段
階
で
は
中
学
3
年
生
に

限
定
し
、
授
業
の
中
で
教
師

の
指
導
の
も
と
で
使
用
す
る
。

　
A
I
の
仕
組
み
や
リ
ス
ク

を
理
解
さ
せ
る
こ
と
を
重
視

し
、
自
分
の
考
え
を
深
め
る

た
め
の
補
助
と
し
て
A
I
出

力
を
活
用
し
、
情
報
を
主
体

的
に
判
断
す
る
力
や
活
用
す

る
能
力
を
育
て
て
い
く
。

生
活
保
護
制
度

本
町
の
受
給
者
保
護
率
の
現
状
は

本
町
の
受
給
者
保
護
率
の
現
状
は

部
長
 
保
護
率
は
、0
・
30
で
あ
る

部
長
 
保
護
率
は
、0
・
30
で
あ
る

鈴木和江
すず き かず え

議員

本
町
の
受
給
者
の

数
及
び
世
帯
数
の
過
去
5
年

間
の
推
移
を
問
う
。
人
口

1
0
0
人
当
た
り
の
受
給
者

の
数
を
示
す
「
保
護
率
」
の

現
状
・
年
齢
層
も
教
え
て
ほ

し
い
。

健
康
福
祉
部
長
　
令
和
7
年

10
月
現
在
の
受
給
者
数
は
71

人
65
世
帯
。
令
和
3
年
10
月

が
74
人
63
世
帯
な
の
で
、
こ

の
5
年
間
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い

で
推
移
し
て
い
る
。
年
齢
層

は
、
比
較
的
高
齢
者
が
多
い
。

現
状
で
保
護
率
は
、
0
・
30

で
愛
知
県
は
0
・
57
で
あ
る
。

本
町
の
保
護
率
が

国
や
県
と
比
べ
て
低
い
の
は
、

相
談
に
行
け
な
く
て
困
っ
て

い
る
人
が
い
る
の
で
は
な
い

か
。

健
康
福
祉
部
長
　「
保
護
率
」

な
ど
は
、
各
市
町
の
状
況
や

年
齢
構
成
な
ど
に
よ
り
大
き

く
異
な
っ
て
く
る
た
め
、
数

字
を
比
較
し
判
断
す
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
る
。

別
居
の
親
が
高
齢

に
な
り
子
を
頼
り
同
居
を
始

め
た
場
合
、
子
ど
も
世
帯
も

自
分
た
ち
家
族
の
生
活
で
精

一
杯
で
、
経
済
的
に
扶
養
す

る
余
裕
が
な
い
と
き
、
同
居

し
て
い
て
も
、
世
帯
分
離
を

し
て
親
だ
け
の
生
活
保
護
は

可
能
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
生
活
保
護

の
申
請
は
、
住
民
票
上
の
世

帯
の
判
断
で
は
な
く
、
居
住

上
の
実
態
に
基
づ
い
て
判
断

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

親
と
子
ど
も
世
帯
の
収
入
の

合
算
を
し
て
の
受
給
の
対
象

と
な
る
か
を
判
断
す
る
。

生
活
保
護
の
申
請

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
必

要
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
申

請
ま
で
た
ど
り
着
い
た
ら
よ

い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
通
帳
、
マ

イ
ナ
保
険
証
・
年
金
手
帳
、

電
気
・
水
道
・
ガ
ス
・
電
話

等
料
金
の
領
収
書
、
借
家
の

賃
貸
契
約
書
、
現
金
及
び
そ

の
他
収
支
に
関
す
る
こ
と
が

分
か
る
も
の
が
必
要
と
な
る
。

　
相
談
に
至
る
経
緯
は
、
地

域
の
民
生
委
員
な
ど
様
々
な

方
に
相
談
に
繋
い
で
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
ま
ず
は
長
寿

ふ
く
し
課
窓
口
に
相
談
を
。

AIとは
　「アーティフィシャル・イ
ンテリジェンス」の略で、日
本語では「人工知能」

ページ質問事項

8

9

10

11

1.町道小口線について

1.生活保護制度について
2.スマホの使い方を気軽に聞ける窓口の設置を

1.役所業務でのAI活用について
2.小中学校におけるAI活用について

1.大口中学校部活動の現状と今後について
2.大口中学校体育館の今後について
3.町道豊田22号線一部区間の整備について

1.子どもを連れて安心して外出できる環境づくりについて
2.身寄りのない高齢者等の包括支援について

1.町立小中学校の修学旅行を無償に
2.地域包括支援センターを直営に
3.愛北市場前の県道に横断歩道を
4.町道小口線の延長で若宮江南線までの間の拡幅を

1.不燃物集積場のあり方は

仙田　王一

鈴木　和江

江口　昌史

社本　與七

佐名かよ子

江幡満世志

宮川　基英

議員名（通告順）

R8.03定例会一般質問（仙田議員）

YouTube
動画

樋
田
橋
北
側
よ
り

の
進
入
車
両
の
ス
ピ
ー
ド
に

対
す
る
安
全
面
か
ら
、
早
期

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
交
差
点

対
応
や
そ
の
他
の
対
応
は
。

建
設
部
長
　
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ

ウ
ト
交
差
点
に
は
現
樋
田
橋

を
車
道
専
用
橋
梁
と
し
、
歩

道
部
分
は
、
別
途
人
道
橋
を

設
け
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た

南
側
現
道
は
、
車
両
の
相
互

通
行
が
困
難
な
幅
員
で
あ
り
、

そ
の
部
分
の
拡
幅
改
良
も
必

要
に
な
る
た
め
先
行
着
手
は

困
難
で
あ
る
。
優
先
す
る
通

行
方
向
の
わ
か
り
に
く
さ
は

「
と
ま
れ
」
や
「
徐
行
」
等
、

看
板
に
よ
り
注
意
喚
起
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

R8.03定例会一般質問（江口議員）

YouTube
動画

R8.03定例会一般質問（鈴木議員）

YouTube
動画
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社
本

社
本

社
本

佐
名

佐
名

佐
名

宮
川

宮
川

宮
川

江
幡

江
幡

一
般
質
問

一
般
質
問

部
活
動
の
今
後
の
あ
り
方
は

本
町
の
考
え
は

本
町
の
考
え
は

教
育
長 
地
域
の
皆
様
に
参
加
を
呼
び
掛
け
た
い

教
育
長 
地
域
の
皆
様
に
参
加
を
呼
び
掛
け
た
い

社本與七
しゃ もと よ ひち

議員

今
後
の
休
日
の
部

活
動
は
。

生
涯
教
育
部
長
　

私
た
ち
が

経
験
し
て
き
た
休
日
の
部
活

動
は
、
廃
止
さ
れ
る
と
受
け

取
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
良
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

本
町
の
部
活
動
の

地
域
移
行
・
地
域
連
携
の
進

捗
状
況
は
。

生
涯
教
育
部
長
　

現
段
階
で

は
、
協
議
会
を
設
置
し
て
検

討
・
決
定
す
る
段
階
に
ま
で

は
至
っ
て
い
な
い
。

　
学
校
教
育
課
職
員
と
中
学

校
職
員
で
何
度
か
話
し
合
う

場
を
設
け
、
現
状
把
握
を
踏

ま
え
て
、
今
後
に
向
け
た
方

針
や
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
実
現

に
向
け
た
課
題
を
検
討
し
始

め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
お
、
近
隣
市
町
に
お
い

て
は
既
に
具
体
的
な
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の

状
況
や
部
活
動
改
革
に
関
す

る
研
修
会
へ
参
加
し
た
り
し

て
、
検
討
資
料
の
収
集
は
進

め
て
い
る
。今

後
の
部
活
動
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
本
町
の

考
え
は
。

教
育
長
　

本
町
で
は
、
部
活

動
が
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

ど
う
寄
与
し
て
き
た
の
か
を

検
証
し
、
そ
れ
を
子
ど
も
た

ち
に
、
継
続
可
能
な
仕
組
み

と
し
て
ど
う
残
せ
る
の
か
を

検
討
す
る
こ
と
が
最
重
要
と

位
置
付
け
て
き
た
結
果
、
周

辺
市
町
に
比
べ
、
部
活
動
の

地
域
展
開
の
実
現
は
大
き
く

遅
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。

　
保
護
者
、
地
域
、
自
治
体

等
の
皆
様
が
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
に
寄
与
す
る
、
ス
ポ

ー
ツ
、
文
化
活
動
を
提
供
す

る
当
事
者
と
な
る
こ
と
を
受

け
止
め
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
に
、

文
武
両
道
、
学
業
、
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
活
動
、
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
可
能
と
す
る
場
の

提
供
を
目
指
し
、
地
域
の
皆

様
に
参
加
を
呼
び
掛
け
た
い

と
考
え
て
い
る
。

町
長
　

行
政
だ
け
で
は
部
活

動
の
受
け
皿
を
作
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
皆
様
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

授
乳
と
搾
乳
の
環
境
整
備
を

搾
乳
利
用
の
理
解
促
進
の
考
え
は

搾
乳
利
用
の
理
解
促
進
の
考
え
は

部
長 

搾
乳
マ
ー
ク
設
置
と
啓
発

部
長 

搾
乳
マ
ー
ク
設
置
と
啓
発

佐名かよ子
さ な こ

議員

赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ

て
い
な
い
母
親
が
、
搾
乳
を

目
的
に
授
乳
室
を
利
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
周
囲
の
理

解
を
ど
の
よ
う
に
促
進
し
て

い
く
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　

搾
乳
の
た

め
に
授
乳
室
を
利
用
さ
れ
る

方
が
つ
ら
い
思
い
を
し
な
い

よ
う
、
授
乳
室
は
授
乳
だ
け

で
な
く
、
安
心
し
て
搾
乳
に

も
利
用
で
き
る
場
所
で
あ
る

こ
と
を
、
町
と
し
て
啓
発
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ

て
い
な
い
母
親
が
搾
乳
の
た

め
に
安
心
し
て
授
乳
室
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
案
内
表
示

等
の
整
備
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　

町
内
の
授

乳
が
可
能
な
公
共
施
設
4
か

所
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
提

案
を
受
け
、
搾
乳
マ
ー
ク
を

設
置
し
た
。
今
後
も
社
会
的

理
解
と
環
境
整
備
の
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し

た
啓
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

授
乳
室
の
整
備
や

搾
乳
に
関
す
る
案
内
表
示
の

充
実
を
通
じ
、
子
育
て
世
代

の
外
出
や
社
会
参
加
を
支
え

る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　

授
乳
室
だ

け
で
な
く
搾
乳
と
い
う
視
点

も
必
要
で
あ
る
な
ど
、
子
育

て
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
新

た
な
認
識
が
生
ま
れ
て
い
る
。

今
後
も
環
境
整
備
と
あ
わ
せ
、

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
も
参

考
に
し
な
が
ら
情
報
発
信
や

啓
発
を
行
い
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
。

不
燃
物
集
積
場
の
あ
り
方
は

集
積
場
の
管
理
責
任
は
ど
こ
に
あ
る
か

集
積
場
の
管
理
責
任
は
ど
こ
に
あ
る
か

部
長 

町
に
あ
る
と
考
え
る

部
長 

町
に
あ
る
と
考
え
る

本
町
に
お
け
る
不

燃
物
集
積
場
の
設
置
基
準
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
部
長
　

不
燃
物

集
積
場
用
地
に
関
す
る
方
針

に
基
づ
き
、
運
用
を
行
っ
て

い
る
。

　
主
な
内
容
と
し
て
は
、『
各

地
区
3
0
0
世
帯
程
度
で
一

箇
所
の
設
置
を
認
め
る
。』『
廃

棄
物
の
収
集
は
町
の
責
務
で

あ
り
、
こ
れ
を
円
滑
に
進
め

て
い
く
た
め
、
同
方
針
に
合

致
す
る
集
積
場
用
地
に
つ
い

て
は
、
町
が
買
収
し
て
い
く

も
の
と
す
る
。
』
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

地
域
で
、
新
た
に

集
積
場
の
設
置
を
希
望
す
る

場
合
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
け
ば
よ
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
部
長
　

新
設
の

必
要
性
や
用
地
の
確
保
、
既

存
集
積
場
と
の
す
み
分
け
、

人
員
の
配
置
や
駐
車
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
と
い
っ
た
課
題
を

地
域
内
で
検
討
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
内
で
の
合
意
形
成

が
得
ら
れ
た
段
階
で
、
環
境

対
策
室
へ
相
談
し
て
も
ら
う
。

　
町
は
、
不
燃
物
集
積
場
用

地
に
関
す
る
方
針
に
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
地
域
と
協
議

を
重
ね
、
合
意
形
成
を
得
た

の
ち
、
新
た
な
集
積
場
設
置

に
向
け
て
各
種
事
務
を
行
っ

て
い
く
。

集
積
場
で
備
品
の

購
入
が
必
要
と
な
っ
た
り
、

事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
と
き
の
責
任
の
所
在
は
ど

こ
に
あ
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
部
長
　

集
積
場

の
管
理
責
任
は
、
基
本
的
に

町
に
あ
る
と
考
え
る
。
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の
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材
は
、
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で
提
供
を
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る
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か
、

事
故
や
け
が
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
は
、
本
町
が
加
入
し

て
い
る
大
口
町
団
体
活
動
総

合
補
償
制
度
を
活
用
し
た
補

償
が
で
き
る
よ
う
対
応
し
て

い
る
。

宮川基英
みやがわ もとひで

議員

公
立
小
中
学
校
の
修
学
旅
行
を
無
償
に

少
子
化
対
策
と
し
て
、手
厚
い
政
策
を

少
子
化
対
策
と
し
て
、手
厚
い
政
策
を

部
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2
6
0
0
万
円
は
必
要

部
長 

2
6
0
0
万
円
は
必
要

江幡満世志
え ばたみつ よ し

議員

日
本
教
育
新
聞
の

修
学
旅
行
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調
査
で
は
、

1
人
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り
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旅
行
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、
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円
を

超
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た
と
の
こ
と
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償
に

す
る
に
は
、
い
く
ら
の
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担

に
な
る
の
か
。

      

生
涯
教
育
部
長
　

現
在
、
小

中
学
校
の
修
学
旅
行
費
用
の

一
部
6
0
0
万
円
ほ
ど
は
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が
負
担
し
て
い
る
、
全
額
無

償
化
に
は
2
6
0
0
万
円
は
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な
る
。

行
き
先
に
つ
い
て
、

児
童
・
生
徒
の
自
主
性
を
尊

重
し
て
計
画
し
て
い
る
と
思

う
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
松
江

市
の
皆
さ
ん
に
大
変
お
世
話

に
な
っ
た
。
状
況
が
変
わ
っ

た
今
、
今
後
の
方
針
は
。

      

生
涯
教
育
部
長
　

修
学
旅
行

の
目
的
等
を
再
確
認
し
、
児

童
・
生
徒
の
安
全
性
の
確
保

や
教
員
の
勤
務
時
間
、
高
騰

し
て
い
る
バ
ス
代
や
宿
泊
費
、

入
場
料
等
を
ふ
ま
え
て
行
き

先
を
検
討
し
、
学
校
と
意
見

交
換
を
し
て
い
く
。

R8.03定例会一般質問（社本議員）

YouTube
動画

R8.03定例会一般質問（佐名議員）

YouTube
動画

R8.03定例会一般質問（宮川議員）

YouTube
動画

R8.03定例会一般質問（江幡議員）

YouTube
動画

おおぐち議会だより　No.248
令和8年4月23日発行

おおぐち議会だより　No.248
令和8年4月23日発行

11 10



社
本

社
本

社
本

佐
名

佐
名

佐
名

宮
川

宮
川

宮
川

江
幡

江
幡

一
般
質
問

一
般
質
問

部
活
動
の
今
後
の
あ
り
方
は

本
町
の
考
え
は

本
町
の
考
え
は

教
育
長 

地
域
の
皆
様
に
参
加
を
呼
び
掛
け
た
い

教
育
長 

地
域
の
皆
様
に
参
加
を
呼
び
掛
け
た
い

社本與七
しゃ もと よ ひち

議員

今
後
の
休
日
の
部

活
動
は
。

生
涯
教
育
部
長
　

私
た
ち
が

経
験
し
て
き
た
休
日
の
部
活

動
は
、
廃
止
さ
れ
る
と
受
け

取
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
良
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

本
町
の
部
活
動
の

地
域
移
行
・
地
域
連
携
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検
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。
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踏
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検
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。
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収
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育
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し
て
い
た
だ

き
、
地
域
内
で
の
合
意
形
成

が
得
ら
れ
た
段
階
で
、
環
境

対
策
室
へ
相
談
し
て
も
ら
う
。

　
町
は
、
不
燃
物
集
積
場
用

地
に
関
す
る
方
針
に
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
地
域
と
協
議

を
重
ね
、
合
意
形
成
を
得
た

の
ち
、
新
た
な
集
積
場
設
置

に
向
け
て
各
種
事
務
を
行
っ

て
い
く
。

集
積
場
で
備
品
の

購
入
が
必
要
と
な
っ
た
り
、

事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
と
き
の
責
任
の
所
在
は
ど

こ
に
あ
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
部
長
　

集
積
場

の
管
理
責
任
は
、
基
本
的
に

町
に
あ
る
と
考
え
る
。

　
資
源
ご
み
や
不
燃
物
収
集

の
際
に
必
要
な
資
材
は
、
町

で
提
供
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

事
故
や
け
が
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
は
、
本
町
が
加
入
し

て
い
る
大
口
町
団
体
活
動
総

合
補
償
制
度
を
活
用
し
た
補

償
が
で
き
る
よ
う
対
応
し
て

い
る
。

宮川基英
みやがわ もとひで

議員

公
立
小
中
学
校
の
修
学
旅
行
を
無
償
に

少
子
化
対
策
と
し
て
、手
厚
い
政
策
を

少
子
化
対
策
と
し
て
、手
厚
い
政
策
を

部
長 
2
6
0
0
万
円
は
必
要

部
長 
2
6
0
0
万
円
は
必
要

江幡満世志
え ばたみつ よ し

議員

日
本
教
育
新
聞
の

修
学
旅
行
の
実
態
調
査
で
は
、

1
人
当
た
り
の
旅
行
費
用
の

平
均
は
、
初
め
て
7
万
円
を

超
え
た
と
の
こ
と
。
無
償
に

す
る
に
は
、
い
く
ら
の
負
担

に
な
る
の
か
。

      

生
涯
教
育
部
長
　

現
在
、
小

中
学
校
の
修
学
旅
行
費
用
の

一
部
6
0
0
万
円
ほ
ど
は
町

が
負
担
し
て
い
る
、
全
額
無

償
化
に
は
2
6
0
0
万
円
は

必
要
と
な
る
。

行
き
先
に
つ
い
て
、

児
童
・
生
徒
の
自
主
性
を
尊

重
し
て
計
画
し
て
い
る
と
思

う
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
松
江

市
の
皆
さ
ん
に
大
変
お
世
話

に
な
っ
た
。
状
況
が
変
わ
っ

た
今
、
今
後
の
方
針
は
。

      

生
涯
教
育
部
長
　

修
学
旅
行

の
目
的
等
を
再
確
認
し
、
児

童
・
生
徒
の
安
全
性
の
確
保

や
教
員
の
勤
務
時
間
、
高
騰

し
て
い
る
バ
ス
代
や
宿
泊
費
、

入
場
料
等
を
ふ
ま
え
て
行
き

先
を
検
討
し
、
学
校
と
意
見

交
換
を
し
て
い
く
。
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令和7年3月定例会にて質問令和7年3月定例会にて質問

余野区、五差路付近の大雨や集中豪雨の
浸水対策は

齊木一三議員の質問

公契約の状況は

山闢卓美議員の質問

町民が安心できる
下水道対策は

丹羽勉議員の質問

令和7年度は、余野地区の浸水要因を分析しました。
浸水要因として、雨水を取り込む排水桝の能力不足と
考えていましたが、調査による雨水管渠の断面確認、
計画降雨量の算出、中流量計算等の結果、雨水管渠の
流下能力不足が主たる要因であることを確認しました。

「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する
指針」の改正もあり、本町側の施策の必要性は増し
ているものと解します。公契約に対する認識はその
ままに、今後も他団体の動向に注視し、調査・研究を
継続する中で労働者の労働条件が改善されていく
ための取り組みをしていきます。

昨年1月埼玉県八潮市で発生した道路陥没事故を
受け、本町でも下水道管等の定期点検に加え、腐食
原因となりうる硫化水素の測定をしましたが異状は
ありませんでした。また、災害時における重要施設
での上下水道使用を想定した「上下水道耐震化計画」
を策定しました。今後、耐震化を進めていきます。

調査結果から主たる要因を特定したことにより、対
策の方向性が示されたことは一歩前進。今後は、実
現可能な対策について更に検討して進めていただ
くことを期待します。

簡易トイレの備蓄を重点課題として位置づけ、啓発等
を含めた適切な対応を施していただいたことは、意義
ある前進であり評価しています。今後は、避難所運営
を想定した訓練や役割分担の明確化など、平常時か
らの準備と意識づけをさらに進めていただきたいです。

公契約条例は、県内で愛知県を含む市町村21/55団体がす
でに条例制定しています。公契約のもとで働く労働者の賃
金水準の適正化や労働条件を守り、公共サービスの質の確
保を図ることが町民の安心安全につながり、今後、労使団体
等との会議体も一例に、条例制定への推進を期待しています。

災害を想定した「上下水道耐震化計画」を策定する
とともに、令和8年度において「下水道管路施設総
合地震」の対策予算を確保するなど町民の安心安
全に寄与していることがうかがわれ期待できます。

平常時の防災への取り組みと
避難所運営は

松本佳子議員の質問

被災時のトイレ問題については、「簡易トイレの備蓄」を重
点課題として捉え、各地区での防災訓練や役場玄関ロビー、
町ホームページ等で啓発を行っています。また、女性のた
めの防災対策として、女性の視点に立った非常用持ち出し
グッズの紹介などを町ホームページに掲載しました。

さらなる
前進を！

がんばれ

もっとがんばれ にっこり

「議員って何かはしてるとは
思うけど、何をしているのかよ
くわからない」
そのようなお声をよく聞きます。
「何を？」といわれると、一言
では説明が難しいですが、そ
の一部をお伝えできればと思
います。

南児童クラブ棟内覧会
南児童クラブの内覧会が行われ
ました。子どもたちの元気な声
が聞こえてきそうな素晴らしい
施設が完成しました。

小口岩倉線開通式
構想62年、着手から25年の歳
月を経て、大口町から各務原市
へと続く新しい道が完成しまし
た。

桜並木健康ジョギング
今年で36回を迎える桜並木健
康ジョギングに今年も来賓とし
て参加させていただきました。

議員って何をしているの？
令和8年2～4月の主な活動です

議員って何をしているの？
令和8年2～4月の主な活動です

あれからあれからどどううななったった？？あれからあれからどどううななったった？？あれからどうなった？

11年前の一般質問年前の一般質問��その後をその後を11年前の一般質問年前の一般質問��その後をその後を1年前の一般質問�その後を

追跡追跡!!!!追跡追跡!!!!追跡!!

回答を受けて 回答を受けて

質問者の満足度 質問者の満足度

質問者の満足度 質問者の満足度

回答を受けて 回答を受けて

②

③

①

本会議・委員会など

まちづくり協働フォーラム

文教福祉常任委員会協議会

議会報告会

大口町地域懇談会

総務建設常任委員会協議会

議会運営委員会

全員協議会

議会広聴広報常任委員会

第1回　定例会

大口中学校卒業式

桜並木健康ジョギング

南児童クラブ棟内覧会

総務建設常任委員会、協議会

文教福祉常任委員会、協議会

議会運営委員会

全員協議会

一般県道小口岩倉線開通式

第2回　臨時会

議会広聴広報常任委員会

議会広聴広報常任委員会

総務建設常任委員会協議会

文教福祉常任委員会協議会

会派代表者会議

総務建設常任委員会意見交
換会

議会運営委員会

全員協議会

月日

10日

13日

14日

15日

16日

24日

2～
23日

6日

8日

11日

12日

16日

26日

30日

31日

2日

10日

14日

16日

21日

22日

27日

2
月

3
月

4
月

内容（特記事項）

参加

⇒P.14～15 参照

参加

令和8年第1回定例会概要

議会だより248号協議

議案審議ほか　⇒P.2～11 参照

来賓

来賓

委員会付託議案審議、陳情の審査

委員会付託議案審議、陳情の審査

令和8年第2回臨時会概要

来賓

議案審議

議会だより248号校正

議会だより248号校正

丹羽広域事務組合

令和8年第3回臨時会概要

①
②

③
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令和7年度大口町議会では、条例で定められた議会報告会に加え、町民との意見交換会を開催しました。

議会報告会・意見交換会開催の報告議会報告会・意見交換会開催の報告議会報告会・意見交換会開催の報告議会報告会・意見交換会開催の報告議会報告会・意見交換会開催の報告

議会報告会

2月14日（土）
13：30～
2月14日（土）
13：30～

各
常
任
委
員
会
か
ら
令
和
7
年
度
の
活
動
報
告

総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
令
和
7
年
度
、
総
務
建
設
常

任
委
員
会
で
は
「
防
災
力
・
防

犯
力
向
上
に
向
け
た
調
査
研
究
」

を
活
動
方
針
と
定
め
、
防
犯
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
防

犯
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
一
般
社
団

法
人
日
本
防
犯
学
校
　
会
長
梅

本
正
行
氏
を
お
迎
え
し
、
地
域

の
皆
様
と
一
緒
に
講
習
を
受
け

ま
し
た
。
お
金
の
か
か
ら
な
い

防
犯
対
策
と
し
て
い
く
つ
か
ご

教
授
を
い
た
だ
き
、
議
員
ま
た

町
民
共
に
有
益
な
情
報
共
有
が

で
き
た
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た

本
年
4
月
に
「
救
急
講
習
会
＆

意
見
交
換
会
」
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
と

一
体
と
な
り
行
政
運
営
に
寄
与

し
て
い
く
所
存
で
す
。

意
見
交
換
会
「
お
お
ぐ
ち
ア
イ
デ
ア
会
議
」

広
聴
「
聞
く
力
」の
具
現
へ

　
意
見
交
換
会
「
お
お
ぐ
ち
ア

イ
デ
ア
会
議
」
は
、
広
く
町
民

の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
聞
く
機

会
と
し
て
開
催
を
し
ま
し
た
。

　
町
内
外
よ
り
、
25
名
の
参
加

者
が
集
ま
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
で
7
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

①
公
園
に
つ
い
て

②
高
齢
者
の
交
流
に
つ
い
て

③
子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て

④
公
共
交
通
機
関
に
つ
い
て

⑤
大
口
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
⑥
図
書
館
と
プ
ー
ル
に
つ
い
て

⑦
ゴ
ミ
に
つ
い
て

　
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
は
大
口
町

で
行
わ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
2
0
2
5
」
で
実
施
し
た
、

議
会
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、

課
題
や
要
望
を
抽
出
し
、
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

　
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
そ
れ
ぞ
れ

様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
飛
び
交
い
、

大
口
町
の
課
題
解
決
の
糸
口
が

見
え
ま
し
た
。

　
ア
イ
デ
ア
会
議
終
盤
で
は
、

各
テ
ー
ブ
ル
で
話
し
合
わ
れ
た

結
果
を
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
り
、
大

き
な
拍
手
と
共
に
会
場
全
体
で

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

　
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
で
は
、

町
民
の
生
活
に
お
け
る
不
安
を

減
ら
し
、
健
や
か
に
安
心
し
て

将
来
を
描
け
る
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
、
町
民
へ
の
「
人
へ
の

投
資
」
を
観
点
に
活
動
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
主
な

活
動
と
し
て
は
国
に
対
し
、
給

食
費
無
償
化
に
あ
た
り
、
全
額

国
庫
負
担
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
視
察
で
は
日
野
市
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、

子
育
て
を
所
管
す
る
部
署
と
教

育
委
員
会
が
一
体
と
な
り
、
保

幼
小
中
で
統
一
の
情
報
シ
ー
ト

を
共
有
し
て
、
シ
ー
ム
レ
ス
に

各
ス
テ
ー
ジ
で
の
支
援
の
継
続

性
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
本
視
察
内
容
は
、
本
町
の
子

育
て
施
策
の
推
進
に
大
い
に
参

考
と
な
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

議
会
広
聴
広
報
常
任
委
員
会

　
議
会
広
聴
広
報
常
任
委
員
会

で
は
、
令
和
7
年
度
の
活
動
方

針
を
「
見
え
る
議
会
」
と
定
め
、

普
段
見
え
に
く
い
議
員
の
動
き

な
ど
を
伝
え
る
広
報
と
し
ま
し

た
。

　
広
報
の
部
分
で
は
、
当
委
員

会
の
大
き
な
仕
事
の
一
つ
で
あ

る
「
議
会
だ
よ
り
お
お
ぐ
ち
」

の
作
成
で
は
、
見
や
す
さ
、
分

か
り
や
す
さ
を
統
一
し
、
そ
の

質
を
持
続
で
き
る
よ
う
、
編
集

方
法
な
ど
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し

て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
広
聴
の
部
分
で
は
、
町

内
の
イ
ベ
ン
ト
に
て
、
町
民
の

皆
様
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
い
た

だ
き
、
聞
く
力
を
実
践
い
た
し

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
小

学
生
か
ら
90
代
の
方
ま
で
、
町

内
外
の
皆
様
か
ら
3
0
0
件
を

超
え
る
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
私
た
ち
議
員
は
、
聞
く
、
伝

え
る
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
声

を
町
政
へ
と
生
か
す
こ
と
が
大

事
だ
と
考
え
ま
す
。　皆様から頂いたご意見やアイデアは、大口町議会議員がそれぞれ一般質問や議案質疑などを通じ、町政

へと必ず届けます。多くのご参加ご来場、また大変貴重なご意見をありがとうございました。
　今後もこのような取り組みを通じ、私たちの活動や姿勢を直に感じていただき、更に「開かれた議会」
を目指してまいります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  大口町議会議員　一同 
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〒
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大

口
町
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155番
地

T
EL（

0587）95-1702（
直

通
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 FA
X

 95-1454

議会だより議会だより議会だより

会議録が閲覧できます
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

6月定例会予定
 6月 1日（月） 開会・提案説明
 3日（水） 一般質問
 4日（木） 一般質問
 8日（月） 議案質疑・委員会付託
 10日（水） 総務建設常任委員会
 12日（金） 文教福祉常任委員会
 18日（木） 討論・採決・閉会
※日程は、変更になる場合があります。

発
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長
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大口町議会
ホームページ
大口町議会
ホームページ

昨年に引き続き、今年も表紙の写真を一般公募いたしました。
テーマは「大口町の魅力」。たくさんの応募をいただき、ありがとうござ
いました。委員による選考の結果、中学新1年生（匿名希望）の方が撮影
された写真を選ばせていただきました。
※写真のタイトル「大口町大好き」
※撮影者コメント「戦国時代の舞台でもある小口城（城址公園）からは、
歴史と新しさが合わさった大口町の魅力を感じることができます。そ
んな大口町が大好きです。

【今月の表紙】

まちかどインタビューまちかどインタビュー
　まちかどインタビューでは、毎号、住民の方から「大口町に期待すること」について、その思い（ま
たは理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議会活動の参考にいたします。

　古くから地域に伝わる伝統芸能。この財産を
後世に引き継ぐために、町からも働きかけてほ
しいと思います。

（中小口獅子保存会のみなさん）

　消防団は、地域の安全を守るやりがいのある
仕事です。私たちと一緒に活動してくれる仲間
を大募集しています。お気軽にお声かけください！

（大口町消防団中小口分団長　西村さん）

～大口町に期待することは？～

大口町大好き
（関連記事P.16）
大口町大好き
（関連記事P.16）
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議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

寄付行為の禁止

みなさまのお声を
お聞かせください

議会だよりをより充実させるためご意見ご感想を
お寄せください。
議会事務局　Email  ： gikai@town.oguchi.lg.jp

F A X  ： 0587-95-1454
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